
例会日 会員数  出席 出席％ 欠席 欠席者名 

4月  27日 33(7) 前々回 26 86.67 4 川本、森川、引田、丸茂 

5月  11日 33(7) 前回 28 90.32 3 川本、引田、丸茂 

5月  18日 33(7) 本日     

                        http://www.yamato-rc .org/ 

    

  日付 時間 回数 プログラム内容 

   5月 25日 (火） 12：30 2743 会員卓話 

   6月  8日 (火） 12：30 2745 第8回クラブフォーラム「絵画コンクールに備えて」 

   6月 15日（火） 12：30 2746 「1年を終えて」 

   6月  1日（火） 12：30 2744 会員卓話 
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例会場 / 北京飯店 ４Ｆ                     : 会    長 / 冨岡 弘文 幹 事 / 三浦 高義 

例会日 / 毎週火曜日12時30分～13時30分      :  会長エレクト / 本田 誠一  副幹事 / 伊藤 健司 

事務局 / 大和商工会議所内 TEL046-263-7926  ：  事務局 e-mail  / jimukyoku@yamato-rc.org 

【大和ロータリークラブ活動方針： 職業に、人生にロータリーを活用しよう】 

会長の時間 

幹事報告 
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フィンセント・ファン・ゴッホの話 武田茂会員 

 

 

 私の次男は、大和ロータリークラブの交換留学生としてオーストラリアのケア

ンズで生活しました。その経験（英会話）を活かして、現在、コロナ禍で大混乱

しているインドに滞在しています。経緯としては、4年前に家族４人で渡印し

ニューデリーで仕事をしていましたが、昨年１月にはコロナ禍で家族全員帰国し

ました。しかし今年の１月に息子だけ単身赴任となり今はチェンマイで仕事をし

ています。息子の安否が気になり、不安な毎日を過ごしていますが、現在は、ラ

インなどのSNSの普及により息子の元気な様子は瞬時に分かる便利な世の中にな

りました。 
 
５０年前、今日お話しするゴッホ、モネ、佐伯祐三、浅井忠といった作家に憧

れてパリに渡しましたが、当時の通信手段は電話と手紙以外にありませんでし

た。隔世の感という思いです。 
 
今日お話しするゴッホは、私が渡仏してから更に約１００年前（今から１６８年前）に生まれまし

た。日本では維新の嵐が吹き荒れようとしている時でした。ゴッホは１８５３年にオランダで生まれ、

多くの傑作をセーヌ川の支流、オワーズ川沿いの小さな村“オーヴェル・シュル・オワーズ”に構えた

アトリエで生み出しました。ゴッホはピストル自殺をする２カ月間、晩年の傑作といわれる「オーヴェ

ルの教会」や「カラスのいる麦畑」など村の建物や風景をモチーフにした７０点あまりもの作品を仕上

げました。 
この村には、麦畑や糸杉など、ゴッホが描いたままの風景がいまもそのままに残っています。 
 
（注釈）絵の説明 ①ゴッホのアトリエ絵と写真  ⑤オーヴェルの教会 
         ②自画像           ⑥モンマルトルの風車 
         ③医師ガシェの肖像（右ページ） 
         ④ひまわりの絵 
 
 ゴッホの絵は、死後１００年を得て評価されましたが、オークションでの高額落札は、バブル景気

に踊らされた日本企業の存在がありました。「医師ガジェの肖像」は、大昭和製紙名誉会長であった齊

藤了英氏が１２５億円で落札。「ひまわり」は、安田生命（現：損害保険ジャパン）が約５８億円で落

札しました。 
 

② 

④ ⑤ ⑥ 

   

 

フォトコーナー 

『医師ガシェの肖像』1890年6月、オーヴェル。油彩、キャンバス、 68.2 × 57 cm。 

オルセー美術館 1990年5月15日には、ニューヨークのクリスティーズで齊藤了英が 

『医師ガシェの肖像』を 8250万ドル（日本円にして約124億5000万円）で落札し各紙で大々的に報じら

れた 1898年頃にわずか300フランで売却されたと伝えられるものである この落札は、1980年代末から90
年代初頭にかけての日本人バイヤーブームを象徴する高額落札となった。この、かつて大昭和製紙名誉会

長に買われたゴッホの絵はどうなったのか  
 
自分が死んだら棺桶にいれて焼いてくれ」発言の波紋 

 
（1987年）3月30日、ロンドンのクリスティーズにて 日本の安田生命（安田火災海上、 

現損害保険ジャパン）がひまわりを3630万ドル（約58億円）で落札した  

またアイリスは、（同年）11月11日に、ニューヨークのサザビーズで5390万ドルで落札された。」 と取

り上げている。 

日本のバブル景気であふれたマネーが円高に支えられて欧米美術品市場に流入し、 

 特に『ひまわり』の売立ては、市場の構造を根本から変化させ、印象派以降の近代美術品の価格を高騰

させた。 フィンセント・ファン・ゴッホは、オランダ人の画家 セーヌ川の支流、オワーズ川沿の小さな

村、オーヴェル・シュル・オワーズは、 セザンヌや、ピサロなどの画家たちも近郊にアトリエを構え、

また、ゴッホが死の直前を過ごした村です。 ゴッホは自殺するまでの2カ月間、晩年の傑作といわれる

『オーヴェルの教会』や『カラスのいる麦畑』など、 村の建物や風景をモチーフにした70点あまりもの

作品を仕上げました。 この村には、麦畑や糸杉など、ゴッホが描いたままの風景がいまもそのままに

残っています。  

③ 


